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中学数学１年 文字と式 ● Ì平成29年6月2日(金)

「商の表し方」の指導をめぐって（１）
－整数÷整数の指導法－

● 数専ゼミ｜数学教育研究所｜

文字を使った商の表し方を教えるとき，整数÷整数をどう扱うかによって教材の

構成方法ががらっと変わってきます。

だから，最初にこの点を明確にしておかないと教材論が成立しません。

(1) 整数のわり算として教える

たとえば，

ａ
ａ÷ｂ＝ａ／ｂとイメージさせて，ａ÷ｂ＝ と教えます。

ｂ

なぜ÷ｂが分母にくるのかについては，次の説明で済まします。

すなわち，正方形の食パンを縦に２枚おき，３人で分けるために３等分しま

１ ２
す。１人分は が枚２つ分で 枚になります。

３ ３

２
この話は，式では ２枚÷３人＝ 枚／人となります。

３

わる数が分母にくることは，これで強烈にイメージさせること

ができます。

チョコレートを使って，結果を生徒に食べさせるとイメージは完全に生徒の頭の

中で固定します。

(2) 分数のわり算の特殊形として教える

たとえば，

ａ ｂ ａ １ ａ×１ ａ
ａ÷ｂ＝ ÷ ＝ × ＝ ＝

１ １ １ ｂ １×ｂ ｂ

と教えます。



教材構成論からいうと

(1) の場合は，

整数÷整数⇒分数÷分数の順で進み，２つの計算方法を学習ることになります。

この中間に，分数÷整数，整数÷分数が入り，計算方法は混乱をきわめます。

ｂ ａ ｂ ｂｃ
÷ｃ＝ ×ｃ， ÷ｃ＝

ａ ｂ ａ ａ

ｃ １ ｂ ｃ ｃ
ａ÷ ＝ × ， ａ÷ ＝

ｂ ａ ｃ ｂ ａｂ

など不思議な答案が頻発します。

(2) の場合は，

整数を分数の特殊形とみなすと，分数の計算方法だけを学習することになり，計

算法は整然とし，混乱は起こりません。ただ，計算に時間がかかります。

それでも

ａ ｂ １ １
ａ÷ｂ＝ ÷ ＝ ×

１ １ ａ ｂ

とする生徒は出ます。

分数のわり算＝「ひっくりかえす」という強力なイメージのせいなのでしょう。

「なぜ逆数をかけるのか」の指導

ｂ ａ
÷ がなぜ× となるかを教えるかどうかは諸論があります。

ａ ｂ

そういうものとしてその操作に習熟させ，後でその理由を理解させるというのが

実践レベルでの多くの先生方の解決策であるような気がします。

というのは，生徒に理由を教えても，ほとんどの生徒はその理由を理解しておら

ず，ただ「ひっくり返す」という現象を丸暗記するだけで，教えることが意味を

もたないからです。



私も現場をあずかる立場からすればそうせざるを得ません。理由に時間をかけて

ａ ｂ １ １
教えたからといって， ÷ ＝ × とする生徒が絶対でないとうこと

１ １ ａ ｂ

はないからです。授業では生徒に「覚えてもらう」以外にはありません。

整数÷整数の現実的指導法

(2) の計算法が分かりやすいとはいっても，整数÷整数をすべて分数になおして

計算するというのは現実的ではありませんし，実際のレベルではそんなことをし

ている人はいないのではないかと思われます。

ａ
ａ÷ｂはただちに と処理しているはずです。

ｂ

そこで，教材構成論としては，この理想と現実を１つにまとめあげ，リニアな

（直線的な）流れとして教材を構成しなければなりません。

そうすると

(1) 整数÷整数は，ただちに分数で表す

(2) 分数をふくむ式では，

すべてを分数の形に直してから，「わる」かわりに「逆数をかける」

という２段階の指導にするのが一番いいのではないかと思われます。

＊具体的には，教材をどのように配列するは，サンプルをご覧下さい。
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